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水循環と地下水 

水の循環 

地球の水は大きな循環系の中で様々な場所に

存在している。水は雨や雪となって地表に落ち、

河川などの表流水や地下水となって、地表や地下

で流動する。その後、地表や水面から、あるいは

海域を経由して蒸発したり、植物によって吸収さ

れたのちに蒸発散するなどして、水蒸気として上

空に蓄えられる。 

地下水の特性 

地下水には大きく分けて①圧力を受ける、②流速が遅い、③水質、④水温の 4つの特性がある。 

地下水、特に深層の地下水は地中で圧力を受けて存在す

る。涵養域
かんよういき

（水が地下に浸透するエリア）の地下水面と

湧出域
ゆうしゅついき

（地下水が湧き出すエリア）の地下水面の標高差

による。このため、地下水は圧力の高い方から低い方へ向

かって流動
りゅうどう

する。 

地下水の流速は地表水に比べて流速が遅い（左図）。これ

は地層の間隙を縫って移動するためである。 

流動する地下水の水質は大まかにみると河川水に類似す

るが、土壌や地層の影響を受けている。我が国の地下水は

総じて各物質の濃度分布の幅が小さく、濃度も平均的に低い。 

水温も重要な地下水特性の一つである。地下水温は周辺の地中温度と概ね一致するが、浅い層の地下水温

は地表温度に影響を受けやすく、層が深くなるにつれ年間を通じてほとんど変化がなくなる。 

地下水保全や地下水の有効利用を検討する際はこれらの地下水特性を十分理解する必要がある。 

地形地質と地下水 

地下に蓄えられた地下水は

地形や地質の影響を受ける。

山地や丘陵では地下水が少

なく、台地では地下水量は多

いが地下深くに存在する傾

向にある。低地では地下水は

豊富で多くの場合浅い層に

多い。 

また、地下水は、水を透し

にくい地層を伴い圧力を受

ける地下水（被圧
ひ あ つ

地下水）や、逆に圧力を受けない地下水（自由地下水）などに分類される。 

帯水層 

地下水は雨水や地表水から

補給されながら、地中の間隙

を満たして存在している。透

水性や貯留性が良く地下水が

循環しやすい地層を「帯
たい

水層
すいそう

」

と呼ぶ。「帯水層」は、透水性

が小さい地層（加圧層
か あ つ そ う

）によ

り上下を囲まれるか、上方は

加圧層に下方は不透水層
ふとうすいそう

（後

述）に囲まれた帯水層を「被圧
ひ あ つ

帯水層」、上面が大気圧と釣り

合った状態にある地下水を「不圧
ふ あ つ

帯水層」の 2つに区分できる（上図）。 

「帯水層」は一般的に礫層
れきそう

、砂層
さ そ う

、石灰層、溶岩層などの地層に存在することが多い。地域によっては、

不透水層（後述）をはさんで複数の「帯水層」が分布する場合もある。 

帯水層の性質を示す指標として「透水
とうすい

係数
けいすう

」がある。「透水係数」は地層中の一区間を単位時間当りどれ

くらいの地下水が通過できるかという量を示す。 

不透水層 

水を通しにくい層を「不透水層
ふとうすいそう

」と呼ぶ。「不透水層」は地下水の入れものの底面となる（上図）。実際は、

水を完全に通さない層でなく、水を通しにくい層（ごく微量の水は通す層）である。通常、古い岩盤類であ

り、粘土層やシルト層などもこれにあたる。 

地下水盆 

雨や地表水などが地表か

らしみ込んだのち、不透水

層（地層の中の水を通しに

くい層；前述）を受け皿と

して地下水が貯留される。

この受け皿となる岩盤が

お盆状をしていることか

ら地下水がたまるこの場

所を「地下水
ち か す い

盆
ぼん

」と呼ぶ。

「地下水盆」には帯水層

（透水性及び貯留性がよ

く、連続して地下水を供給し得る地層；前述）が存在し、これを通じて地下水が流れる（流動する）。平野

や盆地などの形状により「地下水盆」の形状も異なる（右上図）。
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